
エアー遮断機エアー遮断機  動作方法

❶ エアー遮断機起動　 ❷ バルーンが出る　 ❸ 仮封鎖完了

❶ 電源をOFF　 ❷ バルーンが萎む　 ❸ バルーンを収納する　

特許取得済 ＜PAT.No.7174365＞

(20秒から30秒で完全起立) 新技術情報システム ＜NETIS:SK-240005-A＞
技術名称：エアー遮断機 寒冷地仕様
NETIS 掲載期間終了技術（旧登録番号：CB-140001-VG）

「エアー遮断機」は、株式会社アドビックの登録商標です。

共同特許者 一般社団法人　日本建設機械施工協会
施工技術総合研究所

※カタログに記載の仕様は予告なく変更する場合もございますので、最新の情報については必ず仕様書等でご確認ください。







エアー遮断機の設置例 ―アンダーパス編― エアー遮断機の設置例 ―山間部編―

エアー遮断機なら緊急時の仮封鎖が可能。

水位センサーまたは表示板と連動して

想定水位に達した時点で動作

急激な大雨によってアンダーパスが冠水してしまった、

現場に駆けつけれる人間もいない・・・

冠水した状態で車が入ってしまうと死亡事故にも繋がる

突然のゲリラ豪雨により道路冠水した状態の中に車が

進入してしまうと事故になってしまいます。

エアー遮断機であればバルーンが出て迅速な仮封鎖を

することができ、被害を未然に防ぐことが出来ます。
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エアー遮断機ならセンサー遠隔機器と連動させて

雨量規制が可能。

暗い場所でも内部フラッシャーの発光で視認性問題なし。

梅雨、大雨によって山間部が危険な状態になっている。

ある一定数の雨が降ったら、雨量規制をかけたい。

土砂災害等により、事故につながりかねない状況時に

現場に駆けつけることも危険な時に監視機器、

センサと連動させてエアー遮断機を動作して道路を

安全に仮封鎖します。
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